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ＩＣＴ分野の推進戦略を検討するに際しては、「科学技術に関する基本政策につ

いて」に対する答申（案）に記述されている全般的な考え方に加え、以下の点が重

要である。 

 

 

１ モバイル、インターネットをはじめ、ICT は国民一人一人の生活に欠くことの

できないものとして浸透し、国民・社会生活の基盤となっている。今後、「人と

人」、「人とモノ」、「モノとモノ」のネットワーク技術、コミュニケーション技術、

安心安全に ICT を活用する技術を一層強化していくことが必要。 

 

２ ICT は、我が国産業別市場規模において最大の規模を占めているのみならず、

我が国の強みである高付加価値性、技術力を一層発展させていくための技術基盤

となるもので国際競争力の維持・強化・イノベーションに貢献することが必要。

また、医療、環境、防災等社会的懸案を解消するための技術基盤として社会面で

も貢献することが必要。 

 

３ 諸外国においても ICT を発展のための最重要技術と位置づけ、国を挙げて研究

開発を推進していることから、我が国でも ICT へのより一層の研究開発投資、人

材育成が必要。 

 

４ ICT は技術進展が速いと言われる分野であるが、一つの重要技術が具体的な形

になるには時間がかかる場合もあること（インターネット、光ファイバなどは基

礎研究から実用化まで２０～３０年を要している）から、中長期的視点をもって

５ヵ年の戦略を策定することが必要。 

 

５ 我が国が持続的な発展をするためには、独創的な技術、世界最先端の技術、社

会に役立つ技術などが継続的に実現していくことが重要。将来のICT発展のため、

基礎的研究への投資は必要。 

 

６ ICT はシステムとして実現してこそ、国民・社会・世界に貢献することができ

る。第二期中の分野別推進戦略においてもシステム構想・構築力の重要性が指摘

されていたが、第三期においてもシステム技術への投資は必要。 
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